
成熟期にある女性の姿勢に関する基礎的研究
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要 旨

成熟期にある女性の姿勢に関して基礎的に標準化された研究の報告はみあたらない。今回、女性の姿勢

に関する基礎資料を得る目的で成熟期にある女性77名の実験を行い、以下の結果を得た。

1.重心の位置は、開眼で自由な立位姿勢では麗側から35%の位置にあった。

2.重心動揺面積は、開眼・閉眼とも Rombergの直立姿勢が自由な立位姿勢よりも大きく有意差がみら

れた。

3. 8方向の身体の揺れは、左右方向への揺れが多く、前後方向への揺れが最も少なかった。

4.左側面からみた姿勢の α角度(外耳孔と外果を結ぶ直線と外果を通る垂線からなる角度)は、

Rombergの直立姿勢より自由な立位姿勢の方が大きい。

5.開眼で自由な立位姿勢が最も α角度が大きく、重心の位置が爪先側にくる。
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1.はじめに

人聞は、直立姿勢で歩くようになってから体の諸

機能が少しずつ重力に適応して来ている。その重力

の適合、つまり姿勢を保持する場合には、視覚から

のfeed-back調節機構、前庭感覚、坑重力筋固有感

覚、足底部皮膚感覚など多くの因子か醍j与している。

さらに二足の直立姿勢の支持面積は狭く、重心の位

置も高くなっている。加えて多くの関節の分析構造

が姿勢保持に影響をもたらしている九また、姿勢

は、人間の動き・運動をするにあたっては基本的に

重要な単位であり、動きの出発点でもある。また動

くためには静止することが重要であり、動的あるい

は静的を問わず、姿勢が運動、動きの基本である。

姿勢については、重心動揺を計測する機器が工夫さ

れ多くの研究者によって、重心動揺を主体とした研

究がされている 2)3)4)5)。平津6)は、直立能力の定量

的評価のために、重心動揺形のフォースプレート上

で、 Romberg足位(両足先と睡を接して揃える)

の直立両足立ちと手を腰にあてた左右の直立片足立

ちを行う OneFoot Testを提案した。

1 )川崎市立看護短期大学

2 )生体科学研究所

この OneFoot Testは体育学、整形外科学など

の分野で広く使われるようになった。しかし、

Romberg足位の直立両足立ちによる検査は、一定

の規制による姿勢の比較評価はできるが、人の普段

の姿勢を評価してはいない。さらに今までの研究は、

姿勢をー視点から評価し、統合的に評価している研

究は少ない九

そこで、本研究は、成熟期にある女性の姿勢につ

いて、 Rombergの直立両足立ちと自由な姿勢を重

心動揺と左側面からの姿勢の 2視点から分析評価し、

その特徴を知り、今後の看護への示唆を得る目的で

行った。

II.研究方法

1.対象

本学の女子学生で研究に同意の得られた77名。

2.内容

1)重心動揺軌跡距離、重心動揺面積、重心位置

2)接地足蹴面 CContactSurface of Foot Sole) 

3)足部の諸計測(足長、足幅、足幅周囲、外果

周囲)

4)半構成的質問紙調査

3.期間:

1996年 2月19日.......，2月26日までの 3日間
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4.フィールド:本学の家庭看護実習室

5.実験方法

Figure 1に重心動揺測定装置について示した。

コンビューター

プ

ド

コ
ピ

ス 画像用

入力ポード

フォース

プレート

重心用

入力ボード

Figure 1 重心動揺・接地足蹴の測定装置図

テクノロ工業株式会社製のスタピロスコープ(直立

能力測定装置 P8300シリーズ)を用いた。質問紙

の回答後、足の計測を行い、その後、被験者がフォー

スプレート上で自由な立位姿勢で、開眼で20秒間、

閉眼で10秒間の重心動揺軌跡距離と重心動揺面積を

測定した。それと同時に接地足蹴をビデオに集録し

た。次に Rombergの足位(両足先と瞳を接して揃

える)の直立両足立ちを行わせ、被験者の眼高位と

水平な位置の前方約 2m先の指標を注視させ、開

眼で20秒間、閉眼で10秒間測定した。さらに、自由

な立位姿勢と Rombergの直立姿勢の被験者の左側

面の姿勢と正面の姿勢を同時にビデオ撮影した。

6.分析方法

1)足底部の形態学的分析

ビデオ撮影をした接地足蹴面 (Contact8urface 

of Foot 801e : C8F8)は、プリントアウト後実寸

大の1/2に引き伸ばし、 Figure2に示すように幾

何学的な接地足蹴面の区分を行った。片足の内側線

と外側線を引き、その交点を足角 FootAngle A 

とし、その角度を計るロまた、その交点と第2足E止

の中心部を結ぶ HIRA8AW A LINE (以下 Hライ

ン)を引き、このHラインと内側線の角度を Foot

Angle B、Hラインと外側線との角度を Foot

Angle Cとした。 Hライン(HL)を垂直に 3等分

する線を瞳側から xline、ylineとし、 Hラインと

x lineの交点およびHラインと足底部の最先端の

交点聞の距離を PLとした。 3分割された足蹴の前

部を F(the front part of sole)、中央部を M

(the middle part of sole)、後部を R (the rear 

part of sole)とした。内側線と第 1足E止の内側の

突端部を結ぶ角度を第 1足駈角とした。両足の外側

線が作る角度を両足角 (Bothfoot Angle)とした。

2)左側面の姿勢の分析

左側面の姿勢の分析を Figure3に示すように、

外耳孔と外果を結ぶ直線と外果を通る垂線との角度

をα角とした。 α角度を0.99度未満、1.00--1.99度

まで、 2.00--2.99度まで、 3.00度以上の 4群に分け

て検討した。

3)重心の位置

両足瞳の最後端部を接線で結び、接地足蹴面に表

示された重心点の中心と接線までの距離、重心点距

離GL(gravity line)を計る。重心の位置は、 GL

を接地足蹴面から求めた HLの長さで割り、撞側か

らの割合を求めた。

自由な立位姿勢と Rombergの直立姿勢の 2姿勢

間で、開眼の20秒間、閉眼10秒間の t検定、ど検

定をした。統計には汎用統計学パッケージ 8P88を

用いた。
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Figure 2 接地足蹴面の形態学的分析

nu 
no 



Table 1 開眼・開眼時の姿勢別の重心の位置、重心動揺軌跡距離、重心動揺面積の平均値と標準偏差

N=77 

開

重心の位置 C%)
王 :!:: SO 

眼 |自 由な立位姿勢 3508:!:: 6.82 

20 I 
秒 I Rombergの直立姿勢 20.98:!:: 0.88 

関

限 |自由な立位姿勢 17.14:!:: 2.63寸

*** 
15.45土 2.51-.J

10 I 
秒 I Ro田bergの直立姿勢

**pく0.01 **本p<0.001 

m.結果

1 .被験者の平均年齢は、 20.1歳で18"'-'37歳の範囲

であった。身長は平均 158.14cmで148.0"'-'167.6cm

の範囲であった。平均体重は 56.24Kgで40.5"'-'71.5

，.!..ぴ

Kgの範囲であった。既

往歴では特に著明な疾患

や骨折など姿勢に影響す

る因子はなかった。

2.重心の位置、重心動

揺軌跡距離、重心動揺

面積

重心の位置については

Table 1に示すよ うに、

開眼で自由な立位姿勢で

は腫側から 35.08%であ

り、 Rombergの直立姿

勢では 20.98%の位置に

あった。閉眼では自由な

Figure 3 左側面からの 立位姿勢では17.14%、

姿勢の分析 Rombergの直立姿勢で

重心動揺軌跡距離(皿田) 重心動揺面積 Ccm2
)

i :!:: ~ i :!:: ~ 

74. 30:!::45. 52 

78.35土 44.33

40. 02:!::22. 74 

43. 23:!:: 22. 85 

4.61 :士 2.60寸

** 
6.10:!:: 3.28-.J 

401:!:: 3.29寸

** 
5.49士 3.02-.J 

は15.45%で、自由な立位姿勢とに有意差

(pく0.001)がみられた。

重心動揺軌跡距離では、開眼の自由な立位姿勢で

は74.30mmであり、 Rombergの直立姿勢では78.35

mmであった。重心動揺面積では、開眼の自由な立

位姿勢では4.61cnf、閉眼の自由な立位姿勢では4.01

cnfで、Rombergの直立姿勢とにそれぞれ有意差

(pく0.01)がみられた。

3.身体の揺れの方向

身体の揺れの方向を重心動揺軌跡距離から分析し

た結果を Table2に示した。身体の揺れは、前方方

向 (A:Ahead)、左斜め前方 (AL: Ahead Left)、

左側方 (L:Left)、左斜め後方 (BL:Back Left)、

後方 (B: Back)、右斜め後方 (BR: Back Right)、

右側方 (R: Right)、右斜め前方 (AR:Ahead 

Right)の8方向を表している。開眼の姿勢別によ

る重心動揺軌跡距離の身体の揺れの方向のレーダー

チャートを Figure4に示した。自由な立位姿勢と

Rombergの直立姿勢とも、左側方と右側方に揺れ

が大きく、左斜め前方と右斜め後方への揺れがみら

Table 2 開眼・開眼時の姿勢別の身体の揺れの方向の重心動揺軌跡距離の平均値と標準偏差

N=77 単位=mm

A AL L BL B BR R AR 
10SD x 1o SO x10SD X 1o SO X ::t: SD I ::t: SD 全 釦 之 主釦

開

眼 |自由な立位'11勢 I ~6.52'" 16.44 150.7~ "， I~ 4.1~ 223.32"'160，28 74.21'" 44.51 ~8. 3~ '" 17.20 柑 99"'143.65 225.4810163∞ 74.23'" 44.78 
20 I 
秒 l蜘園出r窓の直立聾併 I 44.70'" 16.54 161.21"'145.76 241.96"'1刊誌 81お'"43.10 44.1910 15.33 162.29"'146.32 243.45"152.4 78.0110 39.73 

Il'l I 
眼 l白山な立f宜野傍 I 28防士 13.25 86.82'" 81.02 117.27ct 82鈎 38.49， "'21叩 27.8210 11.60 85. 7~ 1o 81.81 117.77ct 81.76 39.91寸土22.58
10 1 * ** 
砂 Il1o.bergの白t聾勢 I29.18'" I~. 26 83.柑'"68.47 125.69'" 76.55 柑制J"'28.29 28.51'" 12.03 81釘 1067.28 127.25'" 9.650臼...J::t:27. 45 

*pく0.05 **p<O.OI A(抽曲d)，AL<抽回d!.eft)， LQ.efl). BL<Back Left)， B(Back)' BR(Back Ri&hl)， R(Righl)， AR(Ahead Ili&hl) 
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Table 3 開眼・閉眼時の姿勢別の左側面姿勢の

α角度の平均値と標準偏差 n=77 

開

限 自由な立位姿勢
20 
秒 Roml氾rgの直立姿勢

閉

眼 自由な立位姿勢
10 
秒 Ro田民rgの直立姿勢

***p<O.OOI 
れるレーダーチャートを示し

ている。両姿勢とも前後方向

への揺れが最も少なかった。

両姿勢間では有意差はみられ

なかった。閉眼の姿勢別によ

る身体の揺れの方向をレーダー

チャート Figure5に示した。

χ::!:: SD 

2.32::!:: 0.94 

2.15士 0.18

2.16::!:: 0.93寸

*** 
1. 55::!:: 0.94...J 

閉眼も開眼と同様の揺れを示 L 

しているが、自由な立位姿勢

と Rombergの直立姿勢間

では右斜め前方 (AR)で有

意差 (p<O.01)がみられた。

面の姿勢の α角度を 4群に分け、重心との関係につ

いて Table4に示した。重心の位置と α角度との関

係では、開眼で自由な立位姿勢と Rombergの直立

姿勢とも α角度が広くなるほど重心は爪先側になる

傾向であった。 α角度が3.00度以上では、自由な立

位姿勢と Rombergの直立姿勢間で有意差

(pく0.05)がみられた。閉眼でも、自由な立位姿勢

はα角度が広くなるほど重心は爪先側になる傾向で

あったが、 Rombergの直立姿勢では変化がみられ

なかった。 α角度が2.00--2.99度では、自由な立位

姿勢と Rombergの直立姿勢間で有意差 (pく0.01)

A 

¥二¥AR

R 

一一一自由な立位姿勢
.. Ro皿bergの直立姿勢

左斜め後方 (BL)でも両者

間で有意差 (p<0.05)がみ
¥¥¥ 

られた。 B 

4.左側面の立位姿勢
Figure 4開眼時の姿勢別による重心動揺軌跡距離の揺れの方向のレーダーチャート

開眼と閉眼の姿勢別の左側

面の姿勢の α角度を Table3 

に示した。開眼では自由な

立位姿勢は 2.32度で、

Rombergの直立姿勢が2.15

度であった。閉眼では自由な

立位姿勢と Rombergの直立

姿勢とでは Rombergの直立 L 

姿勢の方がα角度が狭く、有

意差 (pく0.001)がみられた。

Rombergの直立姿勢では

開眼と比較して開眼の方が α

角度が狭かった。

5.重心の位置と左側面姿勢

¥¥¥¥¥  

¥¥  

のα角度との関係 B 

R 

~ 

一一一自由な立位姿勢 | 
ー..Ro岨bergの直立姿勢川

開眼・閉眼の姿勢別の左側 Figure 5開眼時の姿勢別による重心動揺軌跡距離の身体の揺れの方向のレーダーチャート

82 



Table 4 開眼・閉眠時の姿勢別の左側面姿勢の α角度群と重心との関係

~O. 99度 1. OO~ 1. 99度 2.00~2.99度 3.00度~

X ::!:: SD 王::!:: SD 元::!:: SD 元::!:: SD 

関 n=21 n三28 n=28 
限 自由な立位望号勢 31.78::!:: 5.60 33.35:!: 7.30 39. 29:!:4. 93寸

20 n= 1 n=19 n=38 n=19 * 
秒 Ro皿bergの直立姿勢 26. 44士 O 31. 54士 5.66 33.68::!:: 6.35 34.41 ::!::7. 93...J 

閉 * n= 4 n=27 n~30 n=15 
限 自由な立位姿勢 *15.96::!:: 2.29 16.65士 2.10 17.47士2.8h 17.66::!:: 3.18 
10 n= 8 n二45 n寸 l ** n= 6 
秒 Rombergの直立姿勢 15.81::!:: 2.26 15.67士 2.39 14. 73:!: 2. 68...J 15.33::!:: 3.43 

* p <0.05 **p<O.OI 

6.接地足蹴面の形態

開眼・閉眼の姿勢別による接地足蹴面の形態につ

いては Table5に示した。 Figure6とFigure7に

実際の接地足蹴面を示した。 H Lineについては、

開眼の自由な立位姿勢と Rombergの直立姿勢では

左足に比べて右足の方が長い傾向であった。開眼の

自由な立位姿勢と Rombergの直立姿勢とを比較す

ると、 Rombergの直立姿勢の左足では A角が狭く、

自由な立位姿勢の左足とに有意差 (pく0.000がみ

られた。また、右足の C角は自由な立位姿勢の

方が Rombergの直立姿勢より広く、有意差

(pく0.000がみられた。両足角では、開眼の自由

な立位姿勢が44.54度で、 Rombergの直立姿勢は

31.45度で両者間で有意差 (pく0.001)がみられた。

第 1足祉角の開眼で左足は、自由な立位姿勢と

Rombergの直立姿勢で、 Rombergの直立姿勢の方

が狭く、有意差 (p<0.05)がみられた。開眼で自

由な立位姿勢とRombergの直立姿勢で左右の第 1

Table 5 開眼・閉眼時の姿勢別の接地足臨面の形態学的分析の平均値と標準偏差

がみられた。閉眼の Rombergの直立姿勢は α角度

が狭い傾向にあるが、自由な立位姿勢は α角度が広

い傾向にあり、両姿勢間で有意差 (p<O.01)がみ

られた。

E止角に有意差 (p<O.OO1)がみられた。

N.考 察

成熟期にある女性の姿勢を、重心動揺、接地足腕

面の形態学的な分析と左側面の姿勢の 3視点からの

分析を統合してみることができた。左側面からの姿

勢の分析は、過去に研究報告はなく、本研究の新し

い分析方法である。この新しい分析方法により、自

然の姿勢時の重心の位置関係や規定された

Rombergの直立姿勢との関係が単に重心の位置、

重心動揺軌跡距離や重心動揺面積の側面からだけで

なく、左側面からの姿勢との関係で特徴がみられた。

'1.重心について

本研究での重心の位置は、開眼と閉眼とで腫側か

らの位置に違いがみられた。開眼の方が閉眼より重

心の位置は爪先側になっていた。姿勢からみると、

自由な立位姿勢の方が Rombergの直立姿勢より

爪先側にある傾向であった。開眼の自由な立位姿勢

では重心の位置は35.08%で、 Rombergの直立姿勢

では20.98%であった。 Rombergの直立姿勢と自由

な立位姿勢とで14.1%の差がみられた。平津8)の研

究では、腫側から47%にあると報告している。平津

N=77 

flL X Y PL F'oot An g I c 130th 自由 1Ji!1lI:角
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20 調ドホ本 判ド *羽ドホ 本
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の重心の位置の算出は実測足長で GLの長さを割っ

ているが、本研究では、接地足蹴面の HLをGLで

割っており、平津の重心の算出方法と異なっている。

今後、平津の算出方法と本研究の算出方法の違いに

どのような意味があるかを検討する必要がある。

重心動揺面積では、開眼と閉眼とも自由な立位姿

勢と Rombergの直立姿勢では、 Rombergの直立

姿勢の方が面積が広く 1%水準で、有意差がみられた。

つまり、 Rombergの直立姿勢は、姿勢を規定され、

重心動揺軌跡距離では差がみられなかったが、身体

の動揺があったことが、面積に現れ、差がみられた

と推測される。重心の位置から述べると自由な立位

姿勢の方が良いと考えられるが、正面の姿勢や側面

の姿勢(第7頚椎、胸椎後頂点、第4腰椎、股関節

や膝関節)の状況を総合的に判断する必要がある。

2.開眼と閉眼の姿勢別による重心動揺軌跡距離の

身体の揺れの方向

障害をもっ高齢者ヘ脳卒中患者10)や難病患者11)の

重心動揺軌跡距離の身体の揺れの方向についての報

告はみられるが、健常な状況での研究報告はほとん

どみられなL、。身体の揺れの方向が前後方向で少な

いのは足が前後方向に長いため、安定していると推

測されるO 左右方向に揺れが大きいのは足の形態的

構造が縦長(足長)にあり左右の幅が足長に比べて

短いことからも推測できる。また、平津l勺ま左脚が

支持機能を右脚が調節作用をしており、呼吸も左脚

を中心に左前方から右後方に円を描く呼吸運動をし

Figure 6 標準的な足

ていると、述ぺているが、本研究結果も同様な結果

であった。

3.開眼と閉眼の姿勢別の左側面からの姿勢の角度

開眼では姿勢の種類に関係はみられないが、閉眼

では Rombergの直立姿勢と比較して、自由な立位

姿勢の方が前傾の角度が大きくなっており、有意差

がみられる。原田らωは、重心計から求められた重

心線とリラ ックスした自然起立位との位置的関係を

検索している。重心線の通過点は、股関節側面中央

部より後方(背側)で全体の 80%が股関節の後方

の範囲内を通過し、膝関節部側面の重心の通過点は

膝軸の前方(腹側)で全体の 90%が膝軸上あるい

は前方(腹側)を通過したと報告している。本研究

でも、 α角度をなす線の一部、外耳孔と外果を結ぶ

直線が股関節側面中央部と膝関節側面の前方を通過

していた。しかし、原田らの重心点の測定方法と本

研究の左側面からの分析方法は異なっていることを

念頭におかなければいけない。

今回、左側面からの姿勢を外耳孔から外果に結ぶ

直線と外果から垂線を51~ 、た角度 (α角)を検討し

た結果、 α角で、自由な立位姿勢と Rombergの直立

姿勢の 2種類の姿勢と開眼 ・閉眼とで差がみられる

結果をえた。この分析方法が妥当かどうかは今後検

討を重ねていく必要がある。α角度が日常の中で、容

易に把握可能な状況であるならば、この α角がと、の

ような意味を持つのかも追及し、看護に活用できる

ような工夫があると考える。

F igure 7 アーチの高い足
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4.掛也足臆面の形態

H Lineの長さは、左足より右足の方が長い傾向

であった。片足毎の A角では自由な立位姿勢の方

がRombergの直立姿勢より角度が大きかった。そ

の理由については、現在のところわからない。両足

角度も自由な立位姿勢とRombergの直立姿勢と比

較して、自由な立位姿勢が極端に大きくなっている。

これは、当然といえる。第 1足E止の角度が開眼の両

姿勢間で 5%水準の有意差がみられたことは興味深

い。閉眼では、第 1足E止角が自由な立位姿勢と

Rombergの直立姿勢と極端に違う。

これは、第 1足祉に体重をかけても十分に足駈腹

部が接地しないために、第 1足E止角が大きくなるの

ではないかと推測される。現在、この第 l足E止角に

ついての研究報告は、整形外科の外反母E止の実態調
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The basic study on the posture of women who are in maturity 
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abstract 

We cannot find any report of a basically standardized study on posture of women who are in matur-

ity. We recently made expriments on 77 women who are in maturity， with the aim of getting basic 

data on posture of women， and got fo1Jwing results; 

1. A position of cent息rof gravity was at a point of 35% from the side of heels with their eyes opend 

and in a free standing posture. 

2. As to area that the center of gravity sways， the Romberg's upright posture showed more significant dif-

ference than the free standing posture both with their eyes opened and closed. 

3. As to body sway in eight directions， frequencies of swaying right and left were numerous and those 

of swaying back and forth were the fewest. 

4. As to the α-angle-an angle formed with a straight line form ears to heels and a perpendicular line 

throught heels-of posture looked from the Romberg's upright posture slants more ahead. 

5. In the free standing posture with their eyes opened，α-angle is the widest and a position of the center 

of gravity is the side of toes. 
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